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回 答ご意見・ご質問

新たな交通サービスを導入した際の考え方について追記しました。

・P11「⑧公共交通の年間利用者数」は、鉄道と路線バスとコミュニ
ティバスが算出対象となっている。公共交通のカバー率の算出に
デマンド交通を対象とするのであれば、本格運行された場合、利用
者数も実績に加えてもよいのではないか。
・今は導入されていないため基準値として記載はできないが、本格
運行された時には加味してもよいと思うが、その点はいかがか。

１

現在の実績を追記しました。
今年度は計画策定のため地域公共交通協議会を頻回に開催してい
るため、例年より更新頻度が高くなっている状況があります。

・P8「2公共交通サービスの充実による市民の満足度向上」、2つめ
の「HPにおける公共交通に関する情報更新等の実施回数」で基準
値がないのは、今は実施されていないということか。

２

前回協議会では説明が不足しておりましたが、ご指摘のとおりコ
ミュニティバスの満足度を高める指標として設定しております。
その指標の目標値の数値的な考え方として「どちらともいえない」
の半数が「満足している」「どちらかといえば満足している」へ転換し
た場合の割合を設定しています。

評価基準「④泉佐野市が主体的に運行するコミュニティバスの満足
度」について、「どちらともいえない」の割合を減らすのではなく、
「満足している」という回答の割合を高めていくような指標の方が
よいのではないか。

３

１｜前回協議会議事の振り返り



2

２｜前回からの変更点

 ご意見・ご質問①への対応状況
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 ご意見・ご質問②への対応状況

２｜前回からの変更点



 ご意見・ご質問③への対応状況

▼コミュニティバスに対する満足度

総合評価の「満足している」、「どちらかといえ
ば満足している」を向上させる目標値の基準と
して「どちらともいえない」の半数が転換した

際の値を採用

２｜前回からの変更点
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